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１ 次の計算をしなさい。

１ ３ ２ １
（１）１―÷―×２＋１―×――

８ ４ ３ １０

１ １ ５
（２ （２―－２×―）÷―－１.５６÷１.２）

３ ４ ６

１ １
（３）３.５÷１―－｛１２×（―－０.３）－０.１５｝

５ ３
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２ 次の［ ］にあてはまる数を答えなさい。

（１）１枚の新聞紙を半分に切ると２枚になります。それを重ねて半分に切ると４枚になります。さ

らに重ねて切る動作を［ ］回くり返すと，新聞紙は全部で１２８枚になります。

（２）下の図のような直角三角形を，図のように直線上をすべらないように１回転させます。このと

き，頂点Ａが通ったあとの線の長さはおよそ［ ］ｃｍです。ただし，円周率は３.１４と

し，答えは小数第２位を四捨五入して，小数第１位まで求めなさい。

（３）Ａさんがコインを投げて，表が出たら３点を加え，裏が出たら１点を引くというゲームをしま

。 ［ ］ ， ， 。した Ａさんがコインを 回投げたら 表が５回出て 得点の合計は８点になりました

（４）右の図において，アの角の大きさは［ ］度になり

ます。ただし，四角形ＡＢＣＤは正方形です。

（５）２４％の砂糖水と９％の砂糖水を重さの比が２：３の割合で混ぜました。この砂糖水に水を

１４０ｇ加えたら，８％の砂糖水が［ ］ｇできました。
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３ 次の問いに答えなさい。

（１）渋谷のあるレストランでは，メニューにクリームシチューがあります。毎朝，店のコックさん

が開店準備のために，たまねぎとジャガイモを使ってクリームシチューを作っています。ある日

の準備では，たまねぎとジャガイモを合わせて４０個使ってクリームシチューを作りはじめまし

た。たまねぎとジャガイモを切った後の重さは全部で４８５０ｇありました。このときに使って

いたたまねぎとジャガイモはそれぞれ何個ですか。ただし，どのたまねぎも皮をむいた後の重さ

は同じで１個１５０ｇ，どのジャガイモも皮をむいた後の重さは同じで１個１００ｇとします。

（２）このレストランでは，ほかのメニューにハンバーグとカレーがあります。下の表は，このレス

トランでハンバーグとカレーを作るときの１人分のたまねぎと肉の分量です。

この分量にしたがって，ハンバーグとカレーをそれぞれ何人分か作りました。そのときに使用

したたまねぎの量は２１０ｇ，肉は７３０ｇでした。このとき，ハンバーグとカレーをそれぞれ

何人分作りましたか。

たまねぎ 肉

ハンバーグ １５ｇ ８５ｇ

カレー ２５ｇ ６５ｇ
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４ Ｋ君は，電気で動く（電池を取りつけて，スイッチを

入れると出発できる）モーターボートを持っています。

このモーターボートで川を上がることにしました。新し

い電池を取りつけて出発すると，２５分で電池が切れて

しまいます。この電池を取りかえるには５分の時間が必

要で，この間にモーターボートは川に流されてしまいま

す。右のグラフはそのときの様子を表したものです。

新しい電池はどれでも，モーターボートに取りつけ

て，出発すると２５分後に電池が切れてしまうものとし

ます。次の問いに答えなさい。

（１）静水でのモーターボートの速さは，秒速何ｍになり

ますか。

（２）このモーターボートに電池をたくさん積みこみました。そして，この川のＡ地点を出発し，川

の上流１２ｋｍ離れたＢ地点の間を往復することにしました。Ｂ地点に着いたときに，モーター

ボートのスイッチを切って，岸につないで１０分間休むことにしました。この休んでいる間に．

電池を取りかえないでＡ地点にもどるときと．新しい電池に取りかえてＡ地点にもどるときを比

べてみると，新しい電池に取りかえた方が早くＡ地点にもどれます。取りかえないときより，取

りかえたときの方が何分何秒早くもどることができますか。
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５ 右の図は，たて８ｃｍ，横１６ｃｍの長方形ＡＢＣＤ

を，頂点ＢとＤが重なるように折ったものです。このと

きに五角形ＥＦＧＣＤの面積は８８ｃｍ になりました。２

次の問いに答えなさい。

（１）三角形ＦＥＤの周の長さは何ｃｍですか。

（２）三角形ＦＧＤの面積は何ｃｍ ですか。２

（３）ＧＤの長さは何ｃｍですか。

（４）三角形ＥＧＤの面積は三角形ＥＦＧの面積の何倍になりますか。
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６ Ｋ君はある日，ドーナツを食べていて 「このドーナツの体積ってどうやって求めるのかな？」，

と思い，次のようなことを考えてみました。次の文章を読んで，下の問いに答えなさい。ただし，

円周率は３.１４とします。

「ドーナツは回転軸のまわりに円をぐるぐる回したときにできる図形だから････このままだと

よくわからない････」Ｋ君は円で考えるのは難しいので，最初は正方形を回転させてみることに

しました。

（１）図１のように，回転軸と正方形の１辺が平行になって

いて，１辺の長さが２ｃｍの正方形を回転させてみま

す。ただし，正方形のまん中（正方形の対角線の交わる

点）と回転軸とのきょりを，図１のように５ｃｍとしま

す。

このとき．回転軸のまわりに正方形を回転してできる

立体の体積を求めなさい。

（２）Ｋ君は本で調べてみたところ 『回転軸に交わ，

らない点対称な図形を回転してできる立体の体積

は「回転する図形の面積」と「対称の中心と回転

軸とのきょり」をかけたものに比例する』と書い

てありました。そのことを確かめるために，(１)

で使った正方形を５枚組み合わせて，右の図２の

ような図形を考えます。

このとき．回転軸のまわりにこの図形を回転し

てできる立体の体積を求めなさい。

（３）右の図３のような，回転軸から中心までのきょりが

４ｃｍのところに半径２ｃｍの円があります 「回転。

軸に交わらない点対称な図形を回転してできる立体の

体積は「回転する図形の面積」と「対称の中心と回転

軸とのきょり」をかけたものに比例する」を利用し

て，この円を回転軸のまわりに回転してできるドーナ

ツ状の立体の体積を求めなさい。


